
山梨大学教育人間科学部附属特別支援学校
中学部 ○○ ○○

本校中学部の課題学習は，各教科等を合わせた
指導である。「国語・数学などを主とした生活

に役立つ基礎的な力を高める。」「障害に基づく種々の困難を改善・
克服し，自立し社会参加する資質を養う。」をねらいとしている。読
む・聞く・話す・書く・数量・図形・金銭・時計・理科や社会に関
する内容・簡単な外国語，パソコン学習，自立活動の内容を主な学
習内容として取り扱っている。中学部の日課を，図 -1 に示す。本実
践は，毎週火曜日に行っている，6 名で取り組む集団での読み聞かせ
学習についての報告である。

1. 対象授業

言 葉 に は

内 言 語 と

表出言語がある。表出言語につい

ては，自分の思いを重ねた発声の

段階，正確な発音ではないが言葉

を意識して話す段階，言葉をコミ

ュニケーションの道具として使い

こなす段階など，いくつもの段階

がある。本実践では，生徒個々の

言葉に関する実態から個に応じた

目標を設定し，生徒それぞれの言

葉に関する力の向上を目指してい

る。

2. 授業の目的 6 名の集団

を編制し，

授業を行っている。集団学習で

は，友だちの行動が見本となり

見通しが持ちやすくなるだけで

なく，よりよい方法を意識しや

すい効果が期待される。また，

仲間と活動を共有することで声

を出そうとしたり，正しく発音

しようとしたりする意識の高ま

りも期待される。こうした利点

を活用したいと考え，集団学習

の形態を選択した。

3. 学習集団

言葉を用いたやりとりの初歩部分に焦点を当て

た授業なので，日常生活の中で頻繁に触れる機

会のある挨拶を題材として取り上げた。授業場面では，「いただきま

す」の「す」の部分に合わせて声を出すことを課題とする生徒，「い

・た・だ・き・ま・す」というように，一文字ずつ正しい発音を意識

することを課題とする生徒というように，個に応じた課題を設定した。

教師の役割分担を明確にすることでスムーズな授業進行を行いたいと

考え，CT は円滑な進行を心がけ，個に応じた支援については ST が個

別に対応することとした。

4. 授業の実際
教 材 は， 授業 に 参加

す る 教師 全員 で 作成

した。授業の構想について話し合いなが

ら作ることで，授業に対するイメージの

共通化を図った。それぞれの得意分野を

有効に活用し，互いの経験や知識を持ち

寄ることで，教材の質が高まった。

5. 教材開発

日常生活で普段から耳にする言葉を取り上げたことで，

生徒達は主体的に紙芝居を意識し，それぞれの課題に応

じて声を出したり言葉を発したり会話をしたりと，成果が見られた。

6. 学習の成果 日常生活

において

よく使うあいさつのバリエーシ

ョンの充実に加え，「おいしい」

「痛い」など実感を伴いやすい

言葉を題材とした学習を積み重

ねることで，知っている言葉，

意味を理解して使える言葉の充

実につなげたい。

7. 今後の課題

言葉を育む紙芝居「こんなときどうする」の読み聞かせ

月 火 水 木 金
8：45

朝の生活9：25
9：30

朝の体育9：50
10：00

課題学習10：40
10：50 作業学習 生活単元 保健体育 生活単元 美術
11：50 学習 学習
12：00

給 食
12：50
12：50

昼休み13：15
13：25 生活単元 音楽 帰りの 職業・ 生活単元
14：25 学習 生活 家庭 学習
14：25

帰りの 生活 帰りの生活15：00

図-1 中学部の日課

ポスター発表実践例
タイトルの明記は上部30ｃｍ以内に
（テーマは⾃由です）

所属と⽒名を必ず記載してください

サイズは，模造紙2枚程度です。
縦置きのパーテーションボード（横120cm×縦180cm）に，
公開研究会前⽇16:00，もしくは当⽇に貼ります。

「内容について」
・学校で⾏っている⽇々の実践事例や研究
・教材の紹介（説明）
・授業の報告
・分掌での取り組み
・個⼈や団体での研究等
が例年出されています。

「レイアウトについて」
・写真や絵・図等の使⽤の有無は，⾃由です。

⼭梨⼤学教育⼈間科学部附属特別⽀援学校では，平成28年1⽉23⽇（⼟）に，第30回
公開研究会を開催いたします。「ポスター発表」を⾏うことで，発表者と参加者が直に
意⾒や情報を交わし，⽇々の悩みの解決や新たな⽀援⽅法の模索など，特別⽀援教育の
発展に繋げたいと考えます。是⾮，⽇頃の実践や研究の成果について発表していただき，
参会者の皆様と共に充実した時間を過ごせればと考えています。
ご協⼒いただける⽅は，⼀次案内に記載されているFAXまたは研究主任宛のメールア

ドレスに，お申し込みください。（形式等に指定はございません）
詳細につきましては，お申し込みの受付後，順次お知らせさせていただきます。

⼭梨⼤学教育⼈間科学部附属特別⽀援学校 研究主任 中込昭彦


